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こ
の
度
、
永
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た

山
崎
増
男
さ
ん
が
防
災
部
長
を
退
任
さ
れ
、

松
本
國
男
さ
ん
が
防
災
部
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

防災部長就任あいさつ 松本國男

　去る６月２日に行われた町会役員会において、町会長より防災部長を嘱託
されました松本國男（住居１－１２－２９）です。
　前部長の山崎さんからバトンを引き継ぎ、今後、関係部門及び住民の皆さん
と共に防災意識の向上、対策の実施等に努力いたす所存ですのでよろしく
お願いいたします。

　さて、防災活動について多くの方は、一般的に必要なことと思ってはい
ますが、その取組方にはかなり温度差があるようです。その最大理由は、
「大災害が何時起こるか」の不確実性の点、また「その時は行政がなんと
かしてくれる」という楽観的・他力本願意識等にあると言われています。駒場は世帯数およそ
３，６００、人口は６，５００名と区内では小さくない街です。いざ災害が発生した時、住民の協力を
得て如何に被害を最小限にするかが最大の課題です。
住民の皆さんの理解と協力無しには到底おぼつきません。

　古くから日本には「備えあれば憂いなし」という諺があります。
いざと言う時のため、今年は従来から実施されている防災非難訓練はもとより、安全確保の点か
ら次の事項を積極的に取り組み展開したいと考えております。

１．住宅用火災警報器取付の促進・援助
２．初期消火に係わる消火器の設置
３．各家庭における飲料水配備の促進
４．家具等の転倒防止対策の促進・具体的方法

　災害時に一番大切なことは、命を守ることです。自分の命は自分で守ることが鉄則です。
そして家族、近所、町内会、助け合いの輪を広げていきましょう。
　

防
災
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平
成
３
年
防
災
部
に
入
部
、
５
年
に
防
災
部
長
を
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け
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以
降
１
５
年

そ
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任
に
当
た
っ
て
来
ま
し
た
。

　

当
時
の
防
災
は
消
火
活
動
が
中
心
で
、
東
大
前
、
バ
ス
通
り
、
西
駒
三

角
橋
と
、
商
店
会
ご
と
に
防
災
部
を
結
成
し
て
、
消
火
ポ
ン
プ
を
納
め
る

防
災
倉
庫
を
整
備
、
一
ヶ
月
に
３
～
４
回
は
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
区
が
主
催
す
る
市
民
消
火
訓
練
に
は
、
一
週
間
の
特
訓
を
続

け
て
参
加
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

避
難
訓
練
で
東
山
中
学
校
に
参
加
、
駒
場
小
学
校
で
行
う
夜
間
訓
練

で
は
、
婦
人
部
の
協
力
で
炊
き
出
し
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
豪
雨

に
よ
る
商
店
街
の
浸
水
を
、
ポ
ン
プ
で
排
水
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
日
中
に
動
け
る
商
店
会
が
中
心
の
た
め
、
商
店
の

減
少
・高
齢
化
と
い
う
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
防
災
も
新
し
い
取
り
組
み

の
時
期
に
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
部
長
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
駒
場
の
大
火
で
す
。

平
成
１
０
年
２
月
４
日
午
後
５
時
５
５
分
出
火
、
２
２
棟
が
全
半
焼
、

消
防
車
の
出
動
２
３
台
と
い
う
未
曾
有
の
大
火
災
と
な
り
、
真
冬
の

深
夜
に
全
焼
し
た
３
家
族
を
町
会
事
務
所
に
泊
め
て
、
区
の
防
災
課
長

白
鳥
さ
ん
と
共
に
お
世
話
を
し
ま
し
た
。

　

猛
火
が
這
い
登
っ
た
空
川
の
崖
地
が
、
防
災
地
帯
と
し
て
現
在
の
形
に

整
備
さ
れ
て
、
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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月
19
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午
後
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～
８
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於
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小
学
校

10
月
19
日
（
日
）
駒
場
防
災
訓
練

（
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
中
）

６月２２日（日）目黒消防団操法大会があり第１分団は準優勝でした。 防災部員募集！


